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※本製品にはエンジンオイルが入って

おりません！別売りのエンジンオイル

を規定量入れてから始動願います。 

           

            

 

    

     

 

 

        

     

マレー芝刈機取扱説明書・保証書 
※最終ページに本製品の保証書及び御納品確認書がございます 

   

J 

 

モデル MXH６７５ 

モデル MPH５５０ 

モデル MP４５０ 
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オペレータ（御使用者）安全のために 

シンボルと警告: 

この安全アラーム・シンボルは、人身負傷事

故を起こし得る危険についての安全情報を示すも

のです。シグナルの語(危険、警告、または注意)は、

警報シンボルとともに使われ、重度の負傷が起こり

える可能性と確率を示します。付け加えて、危険シ

ンボルは危険の種類を示すのにも使われます。 

 

危険 は避けられなかった場合、死亡事故や

重度の負傷事故が起こる危険を示し

ます。 

   警告 は避けられなかった場合、死亡事故や

重度の負傷事故が起こるかもしれな

い危険を示します。 

   注意 は避けられなかった場合、軽度や中度

の負傷事故が起こる危険を示します。 

 

注意(シンボルなしで使用) は製品への損害をもた

らす状況を示します。 

 

御使用にあたって 

この製品を充分に理解してください: この芝刈機

がどのように作動するかを理解して、最も良い性能

を引き出してご使用ください。 このマニュアルを

読むとき、イラストを参照し、位置とコントロール

の機能を理解してください。 事故を防ぐには、操

作方法と安全基準に従ってください。 後日のため

に本取扱説明書を保管してください。 

 

御所有者様の責任 

警告: この芝刈機は物が飛び出すことがあ

ります。 以下の安全基準をよく読まないと、

オペレータか周囲の人への大ケガをもたら

すかもしれません。 

御所有者様として以下の操作を充分に熟知して取

扱に慣れてください。 

 

安全操作の練習 

ロータリ式芝刈機の取扱のために 

Ⅰ. 一般操作 

 

1.ロータリ芝刈機の操作前にマニュアルをよく読

んでいただき、充分に理解をしてください。そ

して、芝刈機としての操作をこのマニュアルを

基に使い慣れてください。 

2. 安全、アクセサリ及び操作に関するラベルの図

解内容について充分にご理解願います。 

3. 部品の周りや回転部分に手や足を置かないでく

ださい。 

4. 操作方法を正しく理解した上で、操作してくだ

さい。 

5. 本機を使用する範囲を確認します。 本機から石

などが飛散しケガをする可能性もありますので、

家の窓、自動ガラス、温室などの壊れやすい物

から離れていることを確認してください。 

6．芝刈をする周囲ですべての人々、特に小さい子

供、およびペットが近くにいないことを確認し

てください。 

7．長袖シャツかジャケットなどの適切な衣服を着

用します。 また長ズボンかスラックスをはき、 

半ズボンは適当ではありません。 

8．機械に巻き込まれないよう、袖、裾等がゆった

りした衣服を着用しないでください。 

9．本機からの飛散物の防護のために常に横もカバ

ーしたゴーグルか安全メガネの着用してくださ

い。 

10. 常に丈夫な作業用手袋と、丈夫な履物を着用し

てください。小さい棒やかけら等からオペレー

タの足首と向こう脛を保護するためです。 

11．小枝などの小さい飛散物によって打僕を防ぐた

めに頭部を保護するヘルメット等を着用して

ください。 

12．本機を使用するにあたり、必要なカバーやプロ

テクタ無しでは使用しないでください。 

13．本来の目的だけに本機を使用します。部品が緩

んだ状態であったり、砂利、棒、飛散物等で本

機の損傷とならないようにしてください。 

14．アクセサリの適切な操作とこの説明書の指示を

参照してください。純正のアクセサリのみを使

用してください。 

15．日光の下か明るい光の下で、作業してください。 

16．アルコール、薬物または他の薬物療法の影響を

受けて眠気を引き起こすか、または安全に本機

を操作するための能力に影響することがある

場合は本機を操作しないでください。 

17．ぬれた草を本機で操作しないでください。 常

に芝刈をする場所を確認し、ハンドルをしっか

り掴んで歩行する範囲で操作してください。決

して走るような操作をしないでください。 

18．ご使用の前に、スロットルコントロールレバー

とリンケージを点検します。 リンケージが自由に

動くか、レバーが損傷されていないかを点検します。 

また絡み合ったり、緩みのある部品その他キャブレ

タへのリンケージの位置が正しいか、もしくは障害

がないかどうかキャブ
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レタへのケーブルによる連結をチェックします。  

コントロールが適切に作動していることを確

認します。 

19. 砂利道、歩道、もしくは道路を渡るときにはエ

ンジンを止めます。 

20.  道路の近くで操作するもしくは、道路を渡る    

場合は周辺に注意してください。 

21. 修理や掃除する際に本機から離れる時は必ず

エンジンを止めるか、または本機を点検して、

すべての回転部が止まったのを確認してくだ

さい。 エンジンを充分に冷却後、スパーク・

プラグワイヤを外しスパーク・プラグから離し

てください。  

22. 本機が異常に振動する場合は直ちにエンジン

を止めてください。スパーク・プラグワイヤを

外してください、ワイヤがスパーク・プラグに

触れないようにします。直ちに原因を確認する

か販売店に相談してください。 一般に、振動

が大きい場合は危険であることの警鐘です。 

23. 本機操作中に異物に当たったような場合、直ち

にエンジンを止めてください。 スパーク・プ

ラグからワイヤを取り外します。本機が 損傷

していないか確認してください。損傷している

のであれば、エンジン始動前に修理をしてくだ

さい。 

24. 定期的に本機を点検してください。 部品が曲

がったり、破損していないか確認してください。 

25. エンジン運転中に、本機を抱え上げたり、運ば

ないでください。 

26. ガソリンエンジンや芝刈機からの騒音と振動に

対して長期に晒されないようにしてください。

適時休憩を取り、手への振動を減少させるため

に重作業手袋を着用したり、エンジン等からの

騒音を防止すべく耳へのプロテクタを使用して

ください。 

 

Ⅱ. 傾斜地での操作 

スロープ(傾斜地)では、滑ったり転落等で大ケガを

もたらすことがあります。 それぞれの傾斜地に応

じて充分警戒する必要があります。傾斜地で操作の

不安を感じたら、本機を使用しないでください。 

・ 過度に急な傾斜地(約最大 15 度)や地面が非常に

荒い場所での芝刈をしないでください。 傾斜地

の方向が変わった場合は特に注意を払ってくだ

さい。  

・ 岩石、木の大枝などを取り除いてください。  

・ 作業する場所の穴、溝、または隆起に注意して

ください。高い草は障害が隠れていることがあ

ります。 

・ 大きな穴や溝もしくは堤防の近くで芝刈をしな

いでください。オペレータがバランスを失い危

険です。 

・ 急斜面を過度に芝刈りしないでください。 

・ ぬれた草の上で芝刈りしないでください。穴の

周りは滑りやすくなっています。 

 

 

Ⅲ.子 供 

芝刈機を操作する際、オペレーターは子供に注意を

しない大事故につながる可能性があります。 

1. 子供が芝刈作業範囲に入らない様、オペレータ

が責任を持ってください。 

2. 作業中は注意深く行なってください。もし子供

が操作範囲に入るなら、芝刈機を停止してくだ

さい。 

3. 芝刈機をバックさせる際、後方に子供がいない

か確認してください。 

4. 子供に芝刈機は決して操作させないでください。 

5. 見通しのきかない曲がり角、低木、木、または

他の物に近づくときは充分な注意を払ってくだ

さい。 

Ⅳ. サービス 

1. 燃料（無鉛ガソリン）は可燃物の為、蒸気は爆

発する危険があります。無鉛ガソリンの取扱に

は十分注意をしてください。 

a. 法令で承認された容器のみを使用します。  

b. エンジン運転中は燃料キャップを決して外

さないでください。給油する際には、エンジ

ンを冷やしてからにしてください。 煙草は

吸わないこと。 

c. 屋内で給油はしないでください。 

d. 湯沸かし器などの裸火がある近くに芝刈機

や燃料容器を保管しないでください。 

e. 燃料タンクから排出する場合は必ず屋外で

行なってください。抜き取った燃料は専用容

器の中で保管するか、各自治体の指定する方

法で処分してください。 

f. 古いオイルや燃料は専用の容器で注意深く

保管してください。 

g. 交換後の古いオイルや燃料はあなたがお住

まいの自治体の規定に基づき処分してくだ

さい。 

2. 屋内や密閉された場所でエンジンを運転しない

でください。 

3. エンジンを運転したまま、調整や修理をしない

でください。スパーク・プラグワイヤを外して
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ください。不意な始動を防ぐためにプラグからワイ

ヤを遠ざけます。 調整や修理をする際には必ず

目の保護のために安全メガネを着用してくださ

い。 

4. ゆるみが無いか、頻繁にエンジン取付ボルトを

チェックします。  

5. すべてのナットとボルトが充分に締まっている

ことを確認してください。 ブレードを交換もし

くはブレードを砥ぐ場合、取付け部をチェック

します。 

6．安全装置を触らないでください。 定期的に適切

な操作を確認します。 

7. 芝刈機をメンテナンスや修理をする際、この取

扱説明書で表記されている指示事項以外で、本

機を持ち上げたり、倒さないでください。芝刈

機をメンテナンスや修理をするには、作業台等

でリフトアップできると、より簡単に行なえま

す。 

8. 火災危険を防ぐために、芝刈機に付着した草、

葉、または他の残骸等を定期的に取り除いてく

ださい。オイルや燃料をこぼしたら直ちに拭き

取ってください。本機を格納する際にはあらか

じめ冷却してから行なってください。 

9. 本機に衝撃が加わった場合は運転前に必ず確

認・点検をし、必要に応じて修理してください。 

10. 掃除、メンテナンス及び修理する場合は必ずス

パーク・プラワイヤを外してください。 

11．エンジンのガバナセッティングを調整しないで

ください。オーバースピードとなることがあり

危険です。 

12．必要に応じて安全装置と図解ラベルを清掃して、

ください。 

13．エンジンオーバーヒートを防止するために、エ

ンジン周りを常に清掃してください。 

14．格納前に芝刈機を点検してください。 

15. 純正交換部品のみを使用してください。 

16. カッターブレードは必ず純正部品を使用して

ください。 
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特徴とコントロール 

 

各 部 名 称 

Ａ. エンジン・ストップレバー 

Ｂ. 上部ハンドル 

Ｃ. ノブもしくはロックレバー 

Ｄ. 下部ハンドル 

Ｅ. 後部ドア 

Ｆ. エンジン 

Ｇ. 刈高調整アジャスタ 

Ｈ. エンジン番号記載プレート 

Ｉ. 集草バッグ 

Ｊ. リコイルスタータハンドル 

Ｋ. 走行クラッチ・レバー(自走式モデル) 

Ｌ. 海外オプション品：マルチャプラグ（日

本国内販売モデルには搭載されていません） 

 

(図 1) ご購入の芝刈機モデルと以下の特徴とコントロールを比べてください。 位置を知ってそれらの

目的を必ず理解してください。 

図解 

重要: 以下の図解は御購入の芝刈機もしくは本製品と同梱された資料で御確認できます。 芝刈機を操

作する前に、各図解の目的を知っていただき、御理解願います。 
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Ａ. 警告  
Ｂ. 重要: 本機の御使用前に取扱説明書を必ず御熟読願います。 

Ｃ. 警告: 物が飛びます。周囲の人を遠ざけてください。 本機を御操作する前に、取扱説明書を読んでく

ださい。 

Ｄ. 警告: １０度以上の傾斜地で本機を使用しないこと。 

Ｅ. 警告: 踏みつけないでください。 

Ｆ. 警告: 足と手を回転ブレードから離すこと。 

Ｇ. 注意: 本機を修理する前に、スパーク・プラグワイヤを外してスパーク・プラグから離してください。

Ｈ. 警告: 指を入れて巻き込まないこと。 

Ｉ. 96dB(A)と宣言された騒音レベルは欧州規制 2000/14/EC に従っています。 

安全警告シンボル(図 32) 

コントロールと操作図(図 33) 

Ｊ. 低速 

Ｋ. 高速 

Ｌ. エンジンオイル  

Ｍ. 燃料(無鉛ガソリン) 

Ｎ. エンジン  始動/運転/停止 

Ｏ. コントロールレバー ON/OFF 
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組立 

 

イラストは７ページを参照してください。 

 

梱包を開きます。 

 

芝刈機は工場で組み立てられています。芝刈機をダンボ

ールに梱包する際、ハンドルは折りたたんで格納してい

ます。ハンドルを延ばしてセットするには、次の方法に

従ってください。 

1. ダンボールから芝刈機を取り出します。 

2. (図 2) 下部ハンドル(A)の先端が固定ノッチ(B)にあ

たりノッチに入るまで、下部ハンドルを上げます。 

3. 上部ハンドル(C)を引き起こし、下部ハンドルが適所

に固定されるまで ノブ(D)を締めます。 

(図 30)注意: 一部モデルの中にはノブではなく、任

意のロックレバー(E)となっていることもあります。 

4. (図 3) リコイルスタータロープを取り付けるために

先ずエンジン・ストップレバー(F)を握ります。  

5. (図4) ゆっくりとリコイルスタータハンドル(G)を引

いてください、そして、リコイルスタータロープをロ

ープ・ガイド(H)に挿入します。  

警告: ハンドルを折り重ねたり上げるとき、ケーブルを

破損しないよう注意してください。 曲がったケーブルは

正しく機能しません。御使用前に曲がったり損傷してい

るケーブルは取り替えてから御使用願います。 

 

集草バッグの組立。 

1. (図 5) フレームアセンブリ(A)に集草バッグ(B)の開

いている端に滑り込ませます。 

2. (図6) ハンドル(C)が草のバッグの外側にあるのを確

実にします。 クリップ(D)をフレームアセンブリ(E)に取

り付けます。 

 

集草バッグを取り付け。(図7) 

1. 芝刈機に集草バッグを取り付けるために、後部ドア

(F)を上げます。 集草バッグのハンドル(G)を支えて、

集草バッグフック(H)を後部ドアピボットロッド(I)

に取り付けます。後部ドアを下ろします。 

重要: 確実に集草バッグフック(H)を掴み、後部ドアピボ

ットロッド(I)に取り付けます。  

 

 

エンジンの準備 

注意: エンジンにはエンジンオイル、燃料類は入ってい

ません。 

警告: 使用する無鉛ガソリンとエンジンオイ

ルの種類等に関しては、エンジンの取扱説明書

を参照してください。 常に安全なガソリン容

器を使用してください。 エンジンに燃料を入

れるとき、煙草を吸わないでください。 換気

の悪い囲われた中で、燃料を入れないでくださ

い。 燃料を給油する前に、エンジンを止めて

ください。 またエンジンを冷却させてくださ

い。 

 

本機に使用する無鉛ガソリンとエンジンオイルの種類等

に関しては、エンジンの取扱説明書を参照してください。 

本機を使用する前に、安全、操作方法、メンテナンス、

および保管に関する事項を読んでください。 

 

マルチャプラグ（図８、９ 海外オプション品：本機に

は搭載されておりません） 

 

操作 

 

イラストは７ページを参照してください。 

 

エンジン・ストップレバー(図10) 

エンジン・ストップレバー(A)を手放すとエンジンとカッ

タブレードは自動的に止まります。 エンジンを始動し運

転するには、操作位置(B)でエンジン・ストップレバー(A)

を保持してください。 

エンジンを始動前に、数回エンジン・ストップレバーを

操作してください。 エンジン・ストップケーブルが自由

に動いて、エンジン・ストップレバーが正しく作動する

のを確認してください。 

 

エンジン停止(図10) 

エンジンを停止するには、エンジン・ストップレバー(A)

を手放してください。 スパーク・プラグコードを外し、

スパーク・プラグから離してエンジンが始動するのを妨

止してください。 

 

後輪駆動方式(図11) 

自走式のモデルには、後輪駆動方式があります。 以下の

駆動方式を操作してください。 

1. ハンドルとエンジン・ストップレバー(A)を一緒に握

ります。 

エンジンを始動してください。 

注意: エンジンを止めるには、エンジン・ストップレ

バー(A)を手放してください。 

2. 走行クラッチ・レバー(C)をハンドルに押し進めます。 

これで駆動方式は噛み合っており、芝刈機は前方へ動

きます。 

3. 駆動のみを解除するために、走行クラッチ・レバー(C)

を手放します。 解放された位置(D)では芝刈機が前進

は止まりますが、エンジンは停止せず運転しています。 

4. エンジンを停止させるには、エンジン・ストップレバ
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ー(A)を完全に手放します。 

注意: 新品で駆動方式を解除しても、リアホィールが回

転する場合は、ハンドルを持ち上げリアホィールを地面

から離してください。これは新しいベルトが充分に馴染

んでいないためで、1～2時間の操作後には止まることに

なります。 

 

警告: 安全のために、走行クラッチ・レバーが手

放されたとき、駆動方式は停止しなければなりま

せん。 駆動方式が停止しない場合は、御購入の

販売店で調整されるか、または修理完了まで、芝

刈機を操作しないでください。 

 

 

エンジンの始動 

警告: エンジン始動時もカッティング・ブレー

ドが回転します。 

重要: エンジンを始動する前に、何回かエンジン・スト

ップレバーを操作してください。 エンジン・スト

ップケーブルが自由に動いて、エンジン・ストッ

プレバーが正しく作動することを確認してくださ

い。 

1. エンジン・オイルをチェックします。 

2. 通常の無鉛ガソリンを燃料タンクに注入します。 「エ

ンジンの準備」項目を参照してください。 

3. スパーク・プラグコードがスパーク・プラグに接続さ

れるのを確認します。 

4. ＭＰＨ５５０、ＭＰ４５０モデル(図12) 通常の気象

条件下では、プライマ・ポンプ・ボタン(E)を３回押

します。やや気温が低い場合は、必要に応じポンプ操

作を追加してください。気温が暖かい時は、プライ

マ・ポンプ・ボタンを押す必要はありません。 続い

てプライマ・ポンプ・ボタンを押すときは、２秒待っ

て押してください。 

注意: 新しいエンジンを初めて始動する時は、5回プ

ライマ・ポンプ・ボタンを押してください。 

注意: プライマ・ポンプ・ボタンを押しすぎた場合は、

キャブレタから溢れることがあります。 本説

明書のトラブルシューティングの項で「エンジ

ンが始動しない場合」を参照してください。 

5．(図11) 自走式ＭＸＨ６７５モデル: 走行クラッチ・

レバー(C)が放された位置(D)にあることを確認しま

す。 

6．(図 13) 芝刈機の後ろに立ちます。 示されるように

ハンドルとエンジン・ストップレバー(A)を片手で握

ります。 もう一方の手でリコイルスタータハンドル

(F)を握ります。 

7. 抵抗が感じられるまで、ゆっくりリコイルスタータハ

ンドルを引いてください。エンジンを始動するために

強く引きます。 始動したら、ゆっくりとりコイルス

ターターハンドルを戻します。 

8. エンジンがロープを5～6回引いても始動しない場合

はトラブルシューティングを参照します。 

 

芝刈機を操作 

警告: 集草バッグが磨耗や劣化がないかどうか

をチェックしてください。 破損していれば必ず

純正部品に取り替えてください。 

 

 

集草バッグを空にする  

警告: 集草バッグを取り外す前に、エンジンを止

めてください。先ずスパーク・プラグコードを外

してスパーク・プラグから離してください。そし

て集草バッグを外してください。 

1．(図7) 後部ドア(F)を上げます。 

2. 集草バッグのハンドル(G)を持ちます。 後部ドアピボ

ットロッド(I)の上でフレームアセンブリ・フック(H)

を外します。 

3．(図14) 集草バッグ(E)から草を空にします。 

 

 

芝刈のヒント 

・ 芝は乾いている必要があります。芝が濡れていると、

細かなチップとならず、畝を残すようになります。 

・ 芝は長いと好ましくありません。 高さは9.8cmまで

としてください。 刈高さ調整・アジャスタを高いほ

うから3番目にセットしてください。 

･  芝の長さが9.8cm以上であるなら、2回に分けて芝刈

をしてください。 先ず刈高さ調整・アジャスタを最

も高い位置として刈り取り、2回目は3番目にセット

して刈ります。 

・  カッティング・ブレードをよく磨いでください。 鋭

くない刃では、芝の刈取り部は茶色になることもあ

ります。  

・ モアハウジング内部をきれいにします。芝や他の残

骸はモアハウジング内に蓄積して、効果は薄れるこ

とになります。 

・  

刈りあがりを良くするには、次を試みてください: 

・ 刈り高さを高くします。 

・ より頻繁に芝刈りをします。 

・ ゆっくりとした速さで、芝刈りをします。 

・ 刈り込み方向を変えます。 

・ もう一度、芝刈りします。 

 

 

メンテナンス 
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エンジン・メンテナンス 

 

イラストは８ページを参照してください。 

 

以下のメンテナンスの内容を理解して、良い運転条件で

御使用するようにしてください。エンジンを始動する前

に、本体とエンジンの取扱説明書とも御熟読願います。 

エンジンのメンテナンスはエンジンの取扱説明書を参照

してください。 

警告: 点検・調整・修理を行なう際には、スパ

ーク・プラグコードを外して、スパーク・プラ

グから離しておいてください。 

 

エンジンの傾斜 

(図15)注意: スパーク・プラグ側を下にして、エンジン

を持ち上げないでください。 

エンジンを修理、刃の点検またはモアハウジング内の清

掃の際に、常にスパークプラグ・ワイヤを外しスパーク

プラグから離してください。輸送時やスパーク・プラグ

側を下にしておいた場合、次のような症状が起きること

があります。 

・ 始動困難 

・ 白煙を吐く 

・ スパーク・プラグの汚れ 

・ エアフィルタにエンジンオイルや燃料が流れ込む 

 

  

潤滑 

l. 運転25時間毎にホイールとすべてのピボットポイン

トにエンジン・オイルを注油します。 

2．エンジンにエンジンオイルを注油するにあたり、エン

ジンの取扱説明書を参照してください。 

注意: エンジン・ストップケーブルに注油しないでくだ

さい。 潤滑剤は、ケーブルを破損して、ケーブルの作動

を妨害することがあります。 曲ったり破損している場合、

ケーブルを取替後、御使用願います。 

 

 

芝刈機ハウジングの掃除 

警告: エンジンが運転中の場合、プレードは回

転しています。芝刈機ハウジングを掃除する前

に、エンジンを止めてください。常にスパー

ク・プラグコードパークプラグから離してくだ

さい。 

1. エンジンを止めます。 

2. スパーク・プラグからコードを外します。 

3. 芝刈機ハウジング内を清掃しハウジング上も清掃し

ます。 

 

 

高さ調整 

警告: エンジンが運転中の場合、プレードは回

転しています。刈り高さ調整を行なう際はスパ

ーク・プラグコードを外し、スパーク・プラグ

から離してください。 

 

個々にホイール調整があるＭＰ４５０モデル(図16) 

刈高調整するには、各ホイールにある調整アーム(A)の位

置を動かしてください。 

1. 調整アーム(A)を外側に動かしてノッチから外します。 

2. 調整アームを所定の位置に動かします。 

3. 芝刈機が水平となるようにそれぞれの調整アームが

同じ高さとします。 

 

ワンレバーで調整が出来るＭＸＨ６７５、ＭＰＨ５５０

モデル(図17と図18) 

刈高調整するには調整アーム(B) を次のように動かしま

す。 

1. 調整アーム(B)をはずします。 

2. 所定の位置に調整アームを動かします。 

 

 

  

駆動ベルトの脱着 

警告: ベルトを外す前に、スパーク・プラグコ

ードを外し、スパーク・プラグから離してくだ

さい。 

駆動ベルトを外すには、次の方法に従ってください。 

1. スパーク・プラグからコードを外します。 

2. (図19)ドライブケーブル・スクリュ(A)を取り外しま

す。 

3. (図20) ドライブレバー(C)からのドライブケーブルZ

型(B)を外します。 

4. (図 21) クランクシャフト(E)からブレードとドライ

ブ・プーリ(D)を取り外します。 

5. (図 22) クランクシャフト(E)の先端から、駆動ベル

ト(F)を滑り込ませます。 

6. (図 23) 駆動ベルト(F)をトランスミッション・プー

リ(G)から引きます。 

7. (図 24) トランスミッション・プーリ(G)から駆動ベ

ルト(F)を外します。 

注意: 駆動ベルトは必ず純正部品に取り替えてくだ

さい。  

8. (図25) 駆動ベルトを組み立てるために、上記の手順

を逆にします。 ドライブレバー(C)の内部からのドラ

イブケーブルZ型(B)を差し込ます。 

9. 芝刈りを始める前に、駆動装置が正しく切り離されて、

芝刈機が停止するかを確認します。 駆動方式が切れ

ない場合、芝刈機を操作せず、御購入の販売店に相談

してください。 
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ドライブケーブルを調整(図26) 

警告: ドライブケーブルを調整する前に、エン

ジン・ストップレバーを手放し、エンジンが止

まるのを待ってください。  

駆動方式が正しく作動しない場合、正しく組み立てられ

ていないかどうか、ハンドルをチェックしてください。 

すべての結合部が取り付けられているか部品が破損や曲

っていることが無いか確認してください。 

磨耗した部品は駆動方式の性能を落とすこととなります。 

高く密集した芝を刈る際、ドライブケーブルが緩んでい

ると駆動方式は滑ることがあります。 駆動方式が滑る場

合、以下の通り調整するか御購入された販売店に相談く

ださい。 

1. (図26) 駆動方式が滑る場合、図の示すケーブルアジ

ャスタ(A)を1回転回します。 芝刈機を操作して駆動

方式を点検します。 

2．駆動方式がまだ滑っている場合、ケーブルを短くする

ためにケーブルアジャスタをもう一回転し駆動方式

を点検します。 

3. 駆動方式が滑らなくなるまで、調整とテストを繰り返

します。 

4．芝刈りを開始する前に、システムが正しく作動してい

るかを確認します。 駆動方式が解除されないなら、

芝刈機を操作する前に御購入された販売店に相談く

ださい。 

 

 

ブレードのサービス 

(図27、図28) 

警告: ブレード(B)かブレード・アダプタ(E)を

点検する前に、スパーク・プラグコードを外し

スパーク・プラグから離してください。 ブレ

ードが物に当る場合、エンジンを止めてコード

をスパーク・プラグから外してください。 損

傷がないかどうか芝刈機を確認してください。  

頻繁に磨耗やひびなどが無いかブレード(B)を点検して

ください。 またブレードを固定しているボルト(A)も点

検してください。 

ボルトが充分に締まっているか、またブレードがとどこ

かに当るようであれば、エンジンを止めてください。 ワ

イヤをスパーク・プラグから外してください。 損傷がな

いかどうかブレード・アダプタ(E)を点検してください。 

曲り・破損・極端に磨耗または他の損傷がないかブレー

ドを点検してください。芝刈機を操作する前に、破損箇

所を純正部品に取り替えてください。 安全のため２年毎

にブレードを取り替えてください。  

ブレードは砥いだものを使用してください。 磨耗したま

ま使用すると、芝の切り口が茶色になることがあります。 

 

 

ブレードの取り外し 

(図27、図28) 

警告:ブレードを外す前に、スパーク・プラグ

コードを外しスパーク・プラグから離してくだ

さい。 ブレードには、鋭い刃があります。手

袋か布を使用して、手を保護してください。  

1. 燃料タンクから燃料を抜きます。 

注意: スパーク・プラグ側を下にして、エンジンを倒

さないででください。「エンジンの傾斜」項目を参照

してください。 

2. マフラかスパーク・プラグの側を上にして持ち上げま

す。 

3. ブレードが回転するのを防ぐために一片の材木を使

用します。  

4. ブレード(B)を固定するボルト(A)を外します。 

5.「ブレードのサービス」項目に基づきブレードを点検

します。極端に磨耗したり、損傷していれば純正部品

のブレードに取り替えます。 

6. 曲がったエッジ(C)でブレードをモアハウジングに向

けて取り付けます。ブレードが逆である場合、正しく

切れないで、事故を引き起こす場合があります。 

7. オリジナルのワッシャー(D)とボルトでブレードを固

定します。 ワッシャのふくらみ側がブレードに向か

っているのを確認します。 

8. 40.7Nm(30lb-ft)のトルクでブレードを固定している

ボルトを締めます。 

警告: 常に固定ボルトは充分に締め付けてく

ださい。緩んでいるボルトやブレードが事故を

引き起こす場合があります。  

 

刈高点検 

(図27と図形28)  

先ず狭い範囲で芝を刈ってみてください。刈高が合わな

かったり、刈った芝が放出されない場合は、原因は以下

の通りである場合があります: 

・ ブレード(B)は、曲がるか破損している。 

・ ブレードの刃が切れない。 

・ ブレードが磨耗している。 

・ ブレードのアダプタ(E)が壊れている。 

芝刈機を使用する前に、修正します。 

 

折りたたみのハンドル格納 

注意: ハンドルを折り曲げるか、上げるときはケーブル

を破損させないよう注意してください。曲がったケーブ

ルは正しく機能しません。 

 

ハンドルの折り重ね方 

1．(図29) ノブ(A)付モデルは、ノブ(A)を緩め下部ハン

ドル(C)にハンドル(B)を重ねます。 

2．(図 30) レバー(E)付モデルは、折り重ねるために上

部ハンドル(B)を離すためにロックレバーを上げます。 

注意: ハンドルを折り重ねるかまたは上げる際、ケー
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ブルが上下のハンドルの間またはハンドル固定部の

周りに絡まないようにしてください。 

3．(図 31) 上部ハンドル(B)をユニットの後部に向かっ

て回転させます。 

4．下部ハンドル(C)の端を押します。 

5． 図のようにエンジンの上にハンドルを前方に回転さ

せます。 

ケーブルが破損されていないかを確認します。 

 

ハンドルの持ち上げ 

1. (図31) 下部ハンドルロックの端が操作位置まで下部

ハンドル(C)を引きます。 

2．オペレータの位置にハンドル(B)を上げます。 

3．(図29) ノブ(A)付モデルはノブを締めます。 

4．(図 30) レバー(E)付モデルは操作位置にハンドルを

合わせ、ロックレバーを押します。充分に固定するよ

う止めナット(F)を締めます。 

 

シーズン後の芝刈機格納 

警告: 囲まれた部屋の中や火の気がある場所、

または煙草を吸っている場合は燃料を抜かな

いでください。 ガソリン蒸気は爆発や炎上す

る場合があります。 

1. 燃料タンクから燃料を抜きます。 

2. 燃料を使いきって停止するまで、エンジンを運転しま

す。もしくはガソリンに燃料劣化防止剤「フレッシュ

スタート」を混ぜてください。（ＭＰＨ５５０、ＭＰ

４５０モデル） 

3. エンジンが暖かい間にオイルを排出します。 新しい

オイルをクランクケースに注入します。 

4. シリンダからスパーク・プラグを取り外し、シリンダ

内に約30 ㎤(1オンス)のオイルを注ぎ込みます。 ゆ

っくりとオイルがシリンダ内を潤滑するように、リコ

イルスタータハンドルを引きます。 新しいスパー

ク・プラグを取り付けます。  

5. シリンダ冷却フィンとエンジン・ハウジングから土や

ゴミを掃除します。 

6. 芝刈機ハウジングの中を清掃します。 

7. 塗装面を保護するべく芝刈機を完全にきれいにしま

す。 

8. 換気のよい部屋に保管します。 

9. 集草バッグ内の草を取り除きます。格納の間にバッグ

に残っている草によりバッグを破損することがあり

ます。 

 

交換部品のご注文 

エンジン以外の交換部品(トランスミッション、トランス

アクスルまたはデフ装置)は、製品を御購入された販売店

からご購入できます。 

必ず純正の交換部品を使用してください。純正以外のア

クセサリを使用しないでください。 部品を適切に交換す

るために、芝刈機本体のバーコードシールからモデル番

号・シリアル番号を書き写してください。 

注文するとき、以下の情報が必要です: 

・ モデル番号  

・ シリアル番号 

・ 部品番号  

・ 数量 

トラブルシューティング 

 

エンジンが始動しない 

1. 燃料タンクには新鮮できれいな無鉛ガソリンを入れ

てください。 古い無鉛ガソリンを使用しないでくだ

さい。 

2. エンジンが冷えている場合で、プライマボタン(ＭＰ

Ｈ５５０、ＭＰ４５０モデル)を5回押します。  

3. スパーク・プラグへのコードがスパーク・プラグに確

実に接続されていること。 

4. キャブレタを調整します。 エンジンの取扱説明書を

参照してください。 

5. エンジンのシリンダ内に多量の燃料が吸い込まれて

いる場合は始動しません。 スパーク・プラグを取り

外して、シリンダ内を乾かします。 スパーク・プラ

グコードをスパーク・プラグから外して遠くに離しま

す。数回リコイルスタータハンドルを引きます。 ス

パーク・プラグを取り付けてコードをスパーク・プラ

グに接続します。 エンジンを始動します。  

6. 濡れた芝や長い芝の上では始動不良となる為、乾いた

表面で芝刈機を始動します。 

7. エンジン・ストップレバーがハンドルと一緒に握った

状態で始動します。 

8. 燃料シャットオフバルブが ON「開」の位置にあるこ

とを確認してください。 エンジンの取扱説明書を参

照してください。 

 

エンジンが停止しない 

1. エンジンストップ・レバーが放されていない。 

2. エンジンストップ・ケーブルを確認してください。

ケーブルに損傷や曲がりがある場合は交換してくだ

さい。 

 

エンジンの出力不足 

1. 刈高調整をチェックします。 草が長い場合、刈高さ

を高くします。 

2．ブレードハウジングの下部をチェックします。 ブレ

ードハウジング内の堆積した草や汚れを清掃します。 

3. スパーク・プラグのコードをチェックします。 コー

ドが接続されているのを確認します。 

4. エンジンの冷却フィンから草と泥などを取り除きま

す。 

5．キャブレタの調整をします。 エンジンの取扱説明書
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を参照してください。 

6. スパーク・プラグ隙間をチェックします。  

スパーク・プラグ隙間 0.76mm(0.030in) 

7. エンジンオイル量をチェックします。 必要であれば

規定量まで補給します。（約０．５４リットル） 

8．エンジン・エアクリーナをチェックします。 エンジ

ンの取扱説明書を参照してください。 

9．ガソリンが劣化していることもありますので、燃料タ

ンクからガソリンを抜いて、きれいにします。 新鮮

できれいなガソリンを燃料タンクに補給します。 

  

過度の振動 

1. ブレードのバランスがとれていません。 ブレードを

外して純正のブレードに交換します。 

2. ブレードが曲がったり壊れていないかチェックしま

す。破損しているブレードを使用することは危険な

為、取り替えなければなりません。 

3. ブレードのアダプタをチェックします。 破損したブ

レードのアダプタを取り替えます。 

4. 振動がまだ収まらない場合は御購入の販売店にご相

談ください。  

 

草が放出されない 

1. モアハウジングを清掃します。 

2. 極端に刃先が磨耗したブレードとなっていないかチ

ェックします。 ブレードを外して砥ぎます。 安全の

ために、2年毎にブレードを純正部品に取り替えます。 

草が刈れない 

1. 刈高調整をチェックします。 各ホイールの高さの調

整は同じとなっていなければなりません。  

2. ブレードの刃先をシャープにしてください。 

3. 曲がったり破損したブレードでないかチェックしま

す。 破損しているブレードは危険であり、取り替え

なければなりません。 

 

輸入元 

ブリッグスアンドストラットンジャパン有限会社 

滋賀県近江八幡市浅小井町５９１ 

電話０７４８－３３－３６２１ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


